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1. 被災状況

1983 年日本海中部地震における秋田港大浜 2号岸壁の被

災状況は、背後地盤が液状化し、矢板頭部で最大約 2m の水

平変位、最大 1.5m の鉛直変位が発生、鋼矢板が湾曲し水面

下 6m 付近で広範囲にわたりクラックや折損が発生したとい

うものでした 5)。

2. 解析結果

排水条件を考慮することで、過剰間隙水圧の消散が再現

（図 -2,3）でき、鋼材の曲げモーメントが全塑性モーメント

を一部超えていることから、被災事例と整合します（図 -4）。

また、地震終了後の過剰間隙水圧の消散に伴い、矢板前

面の水平変位が増大し、被災事例とほぼ同程度の変形量を

示します。
図 -1　被災状況

図 -4　護岸前面矢板の曲げモーメント分布

図 -5　矢板の水平変位

図 -2　過剰間隙水圧比（地震中、最大）

図 -3　過剰間隙水圧比（地震終了時）
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